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研究成果の概要（和文）：現代語の形式語に関して、いくつもの複合辞などの個別形式の意味用法をより掘り下
げて解明するとともに、日本語の諸方言における形式語の用法や発達過程のケース・スタディを行い、また歴史
的にも形式語がその意味用法を獲得する過程を個別のいくつかの形式について記述し、形式語が日本語の多様な
表現性を支えるものとなっていることを、共時的・通時的・地理的な側面からそれぞれ実証した。併せて、形式
語を共時的に考える新たな観点を提唱した。

研究成果の概要（英文）：With respect to modern language "so-called formal words and morphemes", we 
dig into the individual form of semantic usage such as multiple compound phrases in more detail and 
do case studies of formal words and developmental processes in Japanese dialects, and historically 
also describe the process of obtaining formal usage in several individual formats, and that the 
formal words  is supposed to support various expressiveness of Japanese, verified each from the 
synchronic, diachronic, and dialectical aspect. At the same time, we proposed a new perspective to 
consider formal words synchronously.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 第一に、近年現代日本語の研究においては、
大規模データ・ベースを活用したコーパス言
語学の手法によるものが、大きな成果を上げ
つつある。このような研究方法を活用するこ
とで、｢形式語｣のような表現の、従来捉えが
たかった個々の微妙な表現性は量的な側面
からかなり客観的に記述できる。たとえば、
事柄が時間的に並行して進むことをいう「～
につれて…」と「～にしたがって…」のよう
な形式語の表現の相違は、内省では説明が難
しいが、コーパスを利用して用例分布を見る
ことで、かなりはっきりした傾向の違いがあ
ることが浮かび上がってくる。本研究では、
こうしたコーパス言語学の手法を積極的に
活用し、「形式語」研究の新たな方法論を確
立する。 
 第二に、近年の日本語研究では、標準的な
日本語にとどまらず、方言・古典語との対照
を視野に入れた研究が説得力を持つように
なってきた。転成して生まれる｢形式語｣の研
究においては、地域的・歴史的な違いや変化
の様相を考えることで、より深く解明できる
部分が大きい。たとえば、現代日本語の｢～
という｣のような形式語の表現は、引用や連
体修飾のつなぎ、更には伝聞表現など、さま
ざまな用法が見られるが、方言では語形の上
でさまざまな変異形が見られ、その使い分け
もさまざまである。そして、実地調査を踏ま
え、そのような変異の実態や使い分けを見る
ことで、こうした形式語の表現の特質が見え
てくる。また、歴史的にも「～という」のよ
うな形式語の表現が実質的意味を乏しくし
て、「形式語」になってくる過程を記述する
ことで、この表現の現代における用法の特質
が説明できる部分は少なくない。このような
研究の方向は、実り豊かな可能性があるが、
実質的にはまだ緒に就いたばかりである。本
研究では、｢形式語｣について、こうした方
言・古典語との対照を積極的に進めていく。 
 第三に、従来積み重ねられてきた個々の
「形式語」についての記述的研究は、まだ粗
いものが多く、一層きめの細かい良質なもの
を更に積み重ねていく必要がある。より良質
の個別研究論文をまとめ、今後の「形式語」
研究の範例とする。また、今後の「形式語」
の研究の基盤作りの一つとして、「形式語」
の用例集をまとめて今後の研究の底上げを
はかることも、本研究の目的の一つとしたい。 
以上のように、本研究は、コーパス言語学の
手法と方言・古典語との対照の視点を積極的
に取り入れながら、現代日本語の「形式語」
についての記述的研究を、用例集も整備しつ
つ今一歩レベルアップさせようとするもの
である。 
 先に研究代表者らは、平成 14 年～16 年
度に科学研究費の交付を受け、基盤研究(B)
として、｢論理的な日本語表現を支える複合
辞形式に関する総合研究｣という研究課題で、
「形式語」のうち複合辞(複合助詞・助動詞)

を対象として共同研究を行った。その成果は、
平成 18 年度に『複合辞研究の現在』(和泉書
院)として、刊行された。その後、この共同研
究の成果の発展を意図し、複合辞に限らない
「形式語」全般に対象を広げ、科研費の交付
を念頭に置いてさらに共同研究を進めてき
たが、その成果もかなり蓄積されてきたので、
今般(平成 25 年 10 月)その一端を『形式語研
究論集』(和泉書院)として、刊行した。しか
し、こうした実績を踏まえて、研究を更に深
化させる準備があり、科学研究費を得ること
でそれは飛躍的に発展する。 
 
２．研究の目的 
 現代日本語では、｢～について(＜に＋就く
＋て)｣｢～(スル)くせに(＜癖＋に)｣といった
複数の語が実質的意味を希薄にして結びつ
き、助詞・助動詞相当の語句に転成した形式
(複合辞)や、｢～(スル)限り｣など、単一の語で
も同様に実質的意味を希薄にして転成した
形式が数多く見られる。こうした形式は｢形
式語｣と呼ばれ、近・現代日本語に於いてと
りわけ発達したものであって、現代日本語の
際だった文法的特徴の一つである。従って、
その研究は、現代日本語文法研究の重要課題
であるが、個別の事実の記述においても、ま
だまだなすべきことは山積している。そこで、
本研究では、コーパス言語学や対照研究の手
法を活用して「形式語」研究を更に深化させ、
形式語に関する基礎知見と研究の方法論を
確立することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 まず、記述研究の対象の明確化を意図して、
研究代表者らがかつて作成した『現代語複合
辞用例集』などの記述の問題点を確認すると
ともに、複合形式以外の「形式語」をリスト・
アップする。また、古典語の分野での「形式
語」の研究とみなされる先行文献を調査し、
その内容を整理する。次いで、以上の確認・
整理を踏まえて、コーパス的手法・対照的手
法・従来的な記述的手法（必要に応じ、外国
語との関係も視野に入れる）のそれぞれの方
法に則って、ケース・スタディとしての研究
を展開する。成果は、研究組織内の研究会で
討議し共有する。そして、研究論文を集めた
報告書として集約する。併せて、資料として
「形式語用例集」、方言の「形式語」研究文
献一覧及び古典語に関する「形式語」の重要
文献解題を作成する。これらは、合冊した冊
子の形で公表する。 
 
４．研究成果 
(1)現代語の形式語について、多くの新知見
が得られた。とりわけ、複合辞については、
｢～わりに｣｢～からして｣｢～となると｣｢～に
比べて｣｢～拍子に｣｢～に至っては｣など、従
来研究がほとんどなかった形式について、そ
の意味用法の詳細が明らかにされた。また、
代表的な複合辞の一つである｢～について｣



に関しても、その形態的なヴァリエーション
ととらえられがちな「～につき」と対比しつ
つ、その意味用法の分担の実態を明確に記述
した。これらの各論的研究は、形式語の意味
用法の記述的研究の一つの典型例を示した
ものといえ、今後の形式語研究の方法の一つ
の指針を示すものとなる。その他、「～（だ）
からこそ」「～（だ）からか」「～（だ）から
といって」といった類義形式や｢～分｣｢～あ
げく(に)｣、｢～つもりだ｣｢～ものだ｣「～こ
とだ」などについても、掘り下げた記述研究
がなされた。こうした各論的記述によって、
形式語(とりわけ、複合辞)の意味用法の記述
の水準は、従来より一段階高まったといえる。 
 
(2)また、形式語についての理論的考察も、
新たな角度から行われた。形式語――とりわ
け複合辞については、「文法化」という観点
からその存立が根拠づけられていたが、通時
的な概念である「文法化」にのみ拠らず、現
代語の研究においては、共時的な体系の中で
その存立が根拠づけられなければならない
という考え方が提唱された。これは、従来述
べられることのなかった考え方であり、今後
の形式語研究において、重要な観点となって
いくものと考えられる。 
 
(3)コーパスを用いた形式語の研究も、さま
ざまな成果を挙げた。とりわけ、(1)の現代
語の形式語の個別記述においては、コーパス
による用例調査がいずれもその基礎資料と
なっている。、その他目立ったところでは、
BCCWJ や日本語学習者コーパス I-JAS などを
使って、接続詞やアスペクト形式などに関す
る研究がなされた。また、コーパスの活用の
重要性は言うまでもないが、研究の健全な発
展のためには、その問題点の検証も不可欠で
ある。今回の研究の一環としても、コーパス
を用いた用例調査の問題点を明らかにする
ために、接続詞を例として、『現代日本語書
き言葉均衡コーパス』の長単位「接続詞」の
品詞情報の解析精度の調査・検証を行った。
こうした検証は、今後の形式語研究の基盤整
備として重要な意味を持つものである。 
 
(4)方言研究に関わっては、特に共通語と方
言にある引用表現由来の提題形式について、
その用法や発達過程を対照し、引用と提題の
意味・機能上の連続性を解明した。また、確
認要求等に用いられる関西方言の「～ヤン
カ」やアスペクト形式などの個別形式の意味
用法記述も進められた。これによって、方言
研究において形式語という観点からのアプ
ローチの可能性と有効性が実証されたとい
える。更に、日本語諸方言を「文法化」とい
う視点から対照する試みも行われた。これは、
形式語研究の立場から日本語の多様性を巨
視的に俯瞰した試みであり、今後の研究に裨
益するところの大きなものといえる。 
 

(5)歴史的研究についても、いくつもの成果
があり、とりわけこうした研究の基礎概念で
ある「文法化」について、それを日本語に即
して実証する結果が得られた。注目されると
ころでは、研究が手薄だった複合格助詞(し
かも、「において」の連体形式「における」)
の史的側面（具体的には明治以降）に光を当
て、明治期以降の複合格助詞を研究する場合
の基となる資料の選定をするとともに、研究
のための時代区分を従来より細かく設定し、
「における」が現代語のような連体の働きを
得てゆくプロセスは、歴史言語学・あるいは
社会言語学等で言語変化を示す際に指摘さ
れるＳ字カーブを描いていることを明らか
にするといった、手堅い各論的考察がなされ
た。こうした実証的な研究は、今後の形式語
研究の一つのモデル・ケースとなるものであ
る。 
 
(6)主な成果は、研究論文を集めた冊子体の
報告書として刊行した。この報告書には、方
言の「形式語」研究文献一覧を掲載し、「形
式語用例集」の作成見本版と古典語に関する
「形式語」の重要文献解題（例）をも併せて
示した。 
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